
日皮協ジャーナル（184）

バポスキャン（ＶＡＰＯ　ＳＣＡＮ）　ＡＳーＶＴ１00ＲＳ

測 定 機 器 紹 介

経皮水分損失量（ＴＥＷＬ）、皮膚バリア機能、ドライ
アイの評価に
● 測定対象：ヒト（皮膚・唇・頭皮）、小動物（皮膚・眼球）、
他（特注可能）

̶携帯型閉鎖チャンバ－方式水分蒸散量測定装置̶

湿度、温度センサー
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高次元の生体計測技術を

ASAHI  BIOMEDお問い合わせ先

■特徴
● 閉鎖チャンバ－式により、外気の乱流、気流の影
響を受けずに正確な測定が可能です。

● 測定時間は 5秒～１4秒間と非常に短時間で測定
が可能です。

● 高分解能Ａ／Ｄにより微量な蒸散量から多量な蒸
散量まで正確に測定可能です。

● 応答補正・強制停止時間補正・移動積算平均・絶
対湿度変換処理により誤差が少なく正確な測定が
可能です。

● 本体内臓の高性能ＣＰＵにより、チャンバ－内の
温度、湿度を常に監視して最適な測定開始条件を
表示するとともに、最適な測定時間を自動で判別
を行い、常に正確な測定値を得ることが可能です。

● 最も重要な湿度センサは、最新の薄膜・高感度・
高速応答・長期間変動の無いタイプを採用してい
るため、信頼性の高い測定が可能です。

● 電池駆動も可能なため、ハンディ－で様々な環境
下で測定が可能です。

● プロ－ブと皮膚の接触圧は軽くても計測可能なた
め、小動物の測定が可能です。

■仕様
測定方式：閉鎖チャンバ－内湿度変化量測定方式
開口部直径：12φ（オプションで6φ以上変更可能）
測定項目：ＴＥＷＬ、相対湿度、温度、変動量
測定範囲：ＴＥＷＬ　‒100.0～300.0　[ｇ/ｈ・㎡ ]
湿度センサ： 精度±2％ＲＨ、長期安定性±1％ＲＨ（５

年以内）
本体外寸重量：165×70×28ｍｍ、 200ｇ
電源： ９ＶＤＣ（Ａ/Ｃアダプタ）又は006Ｐ（9Ｖ）ア

ルカリ電池
外部出力：ＲＳ232Ｃ（A/Cアダプタ駆動時のみ）
デ－タ取込ソフトウェア－：標準附属

　開口部を皮膚に押し当てることにより、閉鎖チャ
ンバ－状態となり、チャンバ－内部空気の湿度は開
口部の皮膚表面より蒸散してくる水分に応じて絶対
湿度が上昇して行きます。
　この上昇する絶対湿度変化量より経皮水分損失量
（ＴＥＷＬ）を演算して求めます。
　尚、湿度センサ－の応答は相対湿度に依存するた
め、本体内臓のＣＰＵにより応答補正を行い、いか
なる環境でも正確なＴＥＷＬの定量測定ができま
す。

■測定原理

■測定例
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